
　

大
学
生
の
就
職
活
動
を
め
ぐ
る
状
況
は
、こ

こ
数
年
で
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、今
後
も
新

た
な
変
化
が
予
測
さ
れ
る
。社
会
・
経
済
の
動
向

に
加
え
、企
業
の
採
用
活
動
を
規
定
す
る
ル
ー

ル
の
変
更
も
学
生
の
就
職
活
動
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。

　

今
春
、2
0
1
3
年
卒
業
の
大
学
生
・
大
学
院

生（
以
下
、13
年
卒
）の
就
職
・
採
用
活
動
は
、経

団
連
が
11
年
3
月
に
行
っ
た
倫
理
憲
章
改
定

後
初
の
就
職
・
採
用
活
動
と
し
て
、動
向
が
注

目
さ
れ
た
。
企
業
の
採
用
活
動
、学
生
の
就
職

活
動
の〝
今
〞を『
就
職
白
書
2
0
1
3
』か
ら
み

て
ゆ
こ
う
。

今
、大
学
生
は
ど
う
活
動
し
て
い
る
か

 

「
学
業
に
専
念
す
る
時
間
の
確
保
」を
主
旨
と

し
た
11
年
の
倫
理
憲
章
改
定
で
は
、賛
同
企
業

の
採
用「
広
報
」開
始
時
期
が
卒
業
前
年
度
の

10
月
か
ら
12
月
に
後
ろ
倒
し
と
な
っ
た
が
、採
用

「
選
考
」開
始
時
期
は
、卒
業
年
度
の
4
月
以
降

の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
企
業
側
の
変
更
を
反
映
し

て
、学
生
の
就
職
活
動
も
、情
報
収
集
に
関
す

る
活
動
の
開
始
時
期
の
ピ
ー
ク
が
卒
業
前
年
度

の
10
月
か
ら
12
月
に
後
ろ
倒
し
と
な
っ
た
が
、各

種
の
選
考
の
開
始
時
期
の
ピ
ー
ク
は
、同
1-

2

月
と
変
わ
ら
な
か
っ
た（
図
1
）。
企
業
も
学
生

も
、従
来
に
比
べ
、圧
縮
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
就
職
・

採
用
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

具
体
的
な
流
れ
は
ど
う
か
。今
の
学
生
は
、個

別
企
業
へ
の
就
職
活
動
を
始
め
る
前
の
低
学
年

次
か
ら
、大
学
の
授
業
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
を
通
じ

て
、卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
や
就
職
に
つ
い
て
考
え

始
め
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
10
年
の
大
学
設
置
基

準
改
正
に
よ
り
、全
大
学
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実

施
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
、進
学
先
検
討
時

に
就
職
状
況
を
重
視
す
る
保
護
者
や
高
校
生

が
多
い
こ
と
を
背
景
に
、キ
ャ
リ
ア
教
育
や
就
職

支
援
に
力
を
入
れ
る
大
学
が
増
え
て
い
る
た
め

だ
。
就
業
体
験（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）に
参
加
す

る
学
生
も
い
る
。
13
年
卒
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

参
加
率
は
17
・
4
％
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、12
月
の
採
用「
広
報
」開
始
時
期
に

合
わ
せ
各
社
の
採
用
H
P
や
就
職
情
報
サ
イ
ト

が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
、学
生
は
エ
ン
ト
リ
ー
や
企

業
説
明
会
へ
の
参
加
を
開
始
。年
が
明
け
る
と
、

履
歴
書
等
の
書
類
提
出
、適
性
・
筆
記
試
験
、面

接
な
ど
対
面
で
の
選
考
を
経
験
。
4
月
ご
ろ
か

ら
内
々
定
・
内
定
の
取
得
者
が
増
え
始
め
、卒
業

年
度
の
12
月
時
点
で
約
75
％
の
学
生
が
、平
均

2
社
か
ら
内
定
を
得
た（
図
1
）。

ス
ケ
ジ
ュー
ル
は
さ
ら
な
る
後
倒
し
も
？

　

倫
理
憲
章
に
賛
同
し
て
い
な
い
企
業
や
、外

資
系
企
業
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
は
各
社
の
判
断

で
採
用
活
動
を
行
っ
て
い
る
た
め
、倫
理
憲
章
の

規
定
よ
り
早
く
関
連
す
る
活
動
を
始
め
る
学

生
も
い
る
。
ま
た
、大
学
の
9
月
入
学
へ
の
動
き

や
、経
済
同
友
会
か
ら
の
採
用
複
線
化
・
多
様

化
の
提
言
も
あ
り
、就
職
・
採
用
活
動
は
変
動

期
に
入
っ
た
と
も
い
え
る
状
況
だ
。

　

現
在
の
大
学
2
年
生（
16
年
卒
）か
ら
は
、再

び
採
用
活
動
ル
ー
ル
の
変
更
が
予
測
さ
れ
る
。

今
年
の
4
月
、政
府
が
経
済
3
団
体（
経
団
連
、

経
済
同
友
会
、日
本
商
工
会
議
所
）に
対
し
、採

用
活
動
開
始
時
期
の
さ
ら
な
る
後
ろ
倒
し
を

要
請
。
要
請
通
り
に
ル
ー
ル
が
変
更
さ
れ
る
と
、

文／株式会社リクルートキャリア　就職みらい研究所　研究員　三輪麻衣

「就職白書2013」から探る！高校教師が知っておきたい

「50社応募しても内定ゼロ」…これは一般的な就職活動の姿なのでしょうか。
学生の就職活動・企業の採用活動の動向は？　そして決まる学生と決まらない学生は何が違うのか？

『就職白書2013』からその実態を読み解きます。

図1 就職活動プロセス毎の開始時期と活動状況　実施率：学生全体　平均数：各プロセスを実施した学生

株式会社リクルートキャリアの調査・研究機
関。「働く」の第一歩である、新卒者の就職
の“今”と“未来”を掴んで広く発信し、よりよ
い就職・採用のあり方を模索する活動を推
進している。

「50社応募しても内定ゼロ」といった話題が聞かれるが、「応募」の意味に注意したい。主にインターネットを通じて行われる資料・情報の請求である「（プレ）エントリー」と、書類提出等により正式に選考
に応募する「本エントリー」とで、学生の活動負荷が大きく異なる。インターネットの利用が浸透した現在も、本エントリー後の選考プロセスの活動量の平均値は、書類提出22社、面接等12社で、はがき
時代と大きく変わらない。

卒業前年度 卒業年度

実施率：77.5％ 平均数：12.01社

実施率：
【対面】62.6％うち平均数：21.27社
【Web】39.5％うち平均数：4.84社 実施率：75.6％うち平均数：22.13社

実施率：74.5％うち平均数：59.97社

実施率：88.7％

実施率：75.0％うち平均数：15.26社

実施率：26.2％うち平均数：3.69人

取得率：75.5％ 平均数：2.00社

エントリー
（資料・情報の請求）

個別企業の説明会
セミナーへの参加

エントリーシート・
履歴書などの書類提出

適性検査・筆記試験

面接など対面での選考

内々定・内定

就職に関する情報の収集

ＯＢ・ＯＧなど社会人の先輩の訪問

活動が活発な時期を示すた
め、各活動を開始した学生が
5%以上存在する最初の月を
始点、最後の月を終点として
いる。帯の前後に活動を開
始・続行する学生も存在する 
 
0%～5%未満

■
5%～10%未満

■■■■
10%～20%未満

■■■■
20%以上

■■■
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賛
同
企
業
の「
広
報
」開
始
は
卒
業
前
年
度
12

月
か
ら
3
月
へ
、「
選
考
」開
始
は
現
行
の
卒
業

年
度
4
月
か
ら
8
月
へ
と
動
く
。

本
当
に
就
職
は
難
し
い
の
か

　

求
人
倍
率
は
調
査
を
開
始
し
た
1
9
8
7
年

卒
以
降
、ほ
ぼ
一
貫
し
て
1
倍
以
上
で
あ
る（
図

２
）。す
な
わ
ち
、数
字
の
上
で
は
、就
職
を
希
望

す
る
学
生
1
人
に
1
社
以
上
の
求
人
が
あ
る
と

い
う
状
態
が
続
い
て
い
る
。
今
春
卒
の
求
人
数
に

つ
い
て
も
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
に
比
べ
る
と

減
っ
て
は
い
る
が
、か
つ
て
の
就
職
氷
河
期
と
比

べ
れ
ば
か
な
り
多
い
。ニュー
ス
な
ど
で
大
学
生
の

就
職
難
が
話
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
が
、実
は
大

卒
者
の
求
人
ニ
ー
ズ
は
、全
体
と
し
て
は
現
在
も

そ
れ
な
り
に
高
い
の
だ
。し
か
し
、企
業
規
模
間
、

業
種
間
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
歪
み
は
大
き
い
。
従

業
員
規
模
に
み
る
と
、5
0
0
0
人
以
上
で
は

0
・
54
倍
、3
0
0
人
未
満
で
は
3
・
26
倍
、業
種

別
に
み
る
と
、金
融
業
で
は
0
・
18
倍
、流
通
業

で
は
4
・
76
倍
と
大
き
な
差
が
あ
る
。

　

卒
業
前
年
・
12
月
時
点
で
の
卒
業
後
の
進
路

確
定
状
況
を
み
る
と
、大
学
生
の
約
2
割
、大

学
院
生
の
約
1
割
が
進
路
未
確
定
で
あ
り（
図

３
）、就
職
難
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　

続
い
て
、新
卒
採
用
を
行
っ
た
企
業
の
同
時

点
で
の
状
況
を
み
る
と
、3
割
強
の
企
業
は
未

充
足
の
ま
ま
採
用
活
動
を
終
え
て
い
る
（
図

４
）。
学
生
の
就
職
難
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、実
は
、企
業
の
側
も
採
用
難
と
い
え
る
状
況

に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
採
用
難
と
就
職
難
が
併
存
す
る

背
景
と
し
て
、先
述
の
企
業
規
模
間
、業
種
間

の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
歪
み
に
加
え
、企
業
が
求
め

る
採
用
基
準
と
学
生
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
挙
げ
ら

れ
る
。
新
卒
の
採
用
数
が
計
画
よ
り
少
な
い
理

由
と
し
て
最
も
多
い
の
は「
求
め
る
学
生
が
思

う
よ
う
に
集
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
、基
準
を
下
げ

て
ま
で
採
用
し
な
か
っ
た
」（
図
５
）。
こ
の
採
用

基
準
に
つ
い
て
は
、14
年
卒
の
採
用
で
も
、「
緩
く

な
る
」と
い
う
企
業
は
わ
ず
か
1.2
％
で
あ
り
、「
量

よ
り
質
」と
も
い
え
る
採
用
側
の
厳
選
傾
向
は

今
後
も
続
く
見
込
み
だ
。

企
業
は
何
を
重
視
し
て
い
る
か

　

で
は
、企
業
は
ど
ん
な
こ
と
を
重
視
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か（
図
６
）。ど
の
従
業
員
規
模
、業
種
、

地
域
で
も
最
重
視
項
目
は「
人
柄
」で
、「
自
社
へ

の
熱
意
」「
今
後
の
可
能
性
」が
続
く
。変
化
の
大

き
い
時
代
ゆ
え
に
、共
に
仲
間
と
し
て
困
難
に
立

ち
向
か
っ
て
い
け
る
人
材
で
あ
る
か
ど
う
か
、変

化
適
応
力
の
土
台
と
な
る
意
欲
や
ス
タ
ン
ス
、成

長
の
可
能
性
を
重
視
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

同
じ
項
目
を
使
用
し
、学
生
に
面
接
等
で
ア

ピ
ー
ル
し
た
の
は
何
か
を
聞
く
と
、学
生
は
企
業

に
比
べ「
今
後
の
可
能
性
」の
選
択
率
が
低
く
、

「
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
」、「
所
属
ク
ラ
ブ・サ
ー
ク
ル
」、

「
趣
味
・
特
技
」の
選
択
率
が
高
か
っ
た
。
こ
こ
に

企
業
と
学
生
の
ギ
ャッ
プ
が
あ
る
。

　

つ
ま
り
、学
生
は
経
験
や
自
ら
の
個
性
そ
の
も

の
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、企
業
は
、そ

れ
が
自
社
で
働
き
始
め
て
か
ら
の
ど
の
よ
う
な
可

能
性
に
つ
な
が
る
の
か
を
聞
き
た
が
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。就
職
で
有
利
に
な
る「
ネ
タ
」を
仕
入
れ
る

こ
と
を
目
的
に
、サ
ー
ク
ル
や
学
生
団
体
の
幹
事

を
務
め
た
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
勤
し
ん
だ
り
す
る

※ダウンロードサイト：キャリアガイダンス.net ＞＞ 発行メディアのご紹介 ＞＞ キャリアガイダンス（No.47）

図2 民間企業の大卒求人総数・民間企業就職希望者数・求人倍率の推移
企業調査

調査目的 新卒採用に関する企業の活動実態を把握

調査方法 郵送法

調査対象 全国の新卒採用を実施している従業員規模５
人以上の企業4,340社

調査期間 2012年12月3日～2013年1月21日

回収社数 1,082社（回収率24.9％）

学生調査

調査目的 就職に関する学生の活動実態を把握

調査方法 WEBアンケート
調査協力：株式会社クロス・マーケティング

調査対象
クロス・マーケティング社のモニターにスクリーニン
グ調査。民間企業を対象に就職活動を行った全
国の大学4年生・大学院2年生の男女2,433名

調査期間 2013年1月8日～2013年1月15日

集計対象 1,645人［※］ （回収率67.6％）

「就職白書2013」調査概要

図3 民間企業を対象に就職活動を行
った学生の進路の確定状況

 全体／単一回答　［2012年12月時点］

就職
確定・計

その他の
進路※
確定・計

進路
未確定

大学生 73.4 6.9 19.7

文系 72.8 5.1 22.3

理系 74.9 10.9 14.2

大学院生 83.1 5.4 11.5

文系 55.7 8.6 35.7

理系 89.5 4.6 5.9

※大学生については、性別、専攻、所属大学の設置主体
の構成比が実際の母集団に近づくよう、文部科学省「平成
23年度学校基本調査」の数値を参照し、ウェイトバック集
計を行った。「就職白書」の詳細は就職みらい研究所
（http://data.recruitcareer.co.jp/）
記事中、出典表記のないデータはすべて当調査より

※進学、留学、留年など

図4 2013年卒の採用数の計画
に対する充足状況

 全体／単一回答　［2012年12月時点］

図5 採用数が計画より少ない理由
 12月時点で採用数が計画より少ない企業／複数回答

出典：『大卒求人倍率調査』　株式会社リクルートホールディングス　リクルートワークス研究所

■計画よりかなり多い　■計画より若干多い
■計画通り　■計画より若干少ない
■計画よりかなり少ない　■その他※

求人倍率は「求人総数÷民間企業就職希望者数」で算出される。分母となる大卒民間就職希望者数は、少子化でベースとなる人口は
減っているものの、大学進学率の上昇を背景に増加し続けている。これに対して、分子となる大卒求人数は、その時々の経済状況の影
響で上下しつつも、2000年卒でわずかに希望者数を下回ったのを除くと、一貫して希望者を上回っている。

（万人） （倍）求人総数 求人倍率民間企業就職希望者数

（%）

事業方針等が変更になり、
採用人数を減らした

求める学生が思うように
集まらなかったので、基準を
下げてまで採用しなかった

内定辞退が予定より
多かった

その他

※現在選考中につき未定、採用数の計画を
立てていない、など
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就職未確定者就職確定者

学
生
も
い
る
が
、企
業
が
重
視
し
て
い
る
の
は
学

生
時
代
に
何
を
し
た
か
と
い
う〝
W
h
a
t
〞そ
の

も
の
よ
り
も
、そ
の
経
験
か
ら
何
を
学
び
、今
後

社
会
に
出
て
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
き
た
い
か

と
い
う〝
S
o w
h
a
t
〞の
部
分
だ
。

　

応
募
学
生
に
対
す
る
企
業
の
評
価
と
学
生

の
自
己
評
価（
図
7
）に
も
ギ
ャッ
プ
が
あ
る
。
学

生
の「
働
く
意
欲
」に
関
し
て
は
60
％
以
上
の
企

業
が「
十
分（
計
）
」と
学
生
側
よ
り
高
く
評
価

す
る
割
合
が
高
い
。「
自
己
分
析
」に
関
し
て
は

「
十
分（
計
）
」が
企
業
・
学
生
と
も
に
38
・
2
％

と
同
じ
。
し
か
し「
業
界
研
究
」に
関
し
て
は
約

35
％
の
企
業
が「
不
十
分（
計
）」と
最
も
厳
し
い

評
価
を
下
し
、「
仕
事
・
職
種
研
究
」「
将
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
」は
学
生
と
企
業
で「
十
分(

計
）」に
５
ポ

イ
ン
ト
以
上
の
差
が
み
ら
れ
る
。

「
決
ま
る
」「
決
ま
ら
な
い
」の
違
い
は
？

　

圧
縮
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
下
で
も
、早
々
に
志
望

企
業
へ
の
就
職
を
確
定
さ
せ
た
学
生
も
い
れ
ば
、

準
備
不
足
に
苦
し
み
、12
月
時
点
で
も
就
職
活

動
を
継
続
中
の
学
生
も
い
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、

就
職
確
定
者
と
就
職
未
確
定
者
の
意
識
と
行

動
を
比
較
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、就
職
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て「
卒
業

し
た
ら
、す
ぐ
に
社
会
に
出
て
働
く
の
が
当
然
だ

と
考
え
て
い
た
」割
合
が
、就
職
確
定
者
で
は
87
・

2
％
で
あ
る
の
に
対
し
、就
職
未
確
定
者
で
は
約

65
％
で
、20
ポ
イ
ン
ト
強
の
差
が
あ
る（
図
8
）。

 

「
企
業
に
つ
い
て
就
職
活
動
中
に『
知
る
こ
と
が

で
き
た
も
の
』」の
内
容
を
比
較
す
る
と
、最
も

大
き
な
差
が
つ
い
た
の
は「
入
社
後
の
教
育
・
研

修
制
度（
確
定
者
：
37
・
4
％
／
未
確
定

者
：
25
・
0
％
。12
・
4
ポ
イ
ン
ト
差
）」。次
い
で

「
初
任
給（
12
・
1
ポ
イ
ン
ト
差
）
」「
企
業
理
念

（
8
・
9
ポ
イ
ン
ト
差
）」「
入
社
後
の
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン（
7
・
7
ポ
イ
ン
ト
差
）」と
続
く
。

　

就
職
確
定
者
は
、卒
業
後「
働
く
」こ
と
に
つ

い
て
強
い
意
志
と
あ
る
程
度
の
方
向
性
を
も
っ

て
就
職
活
動
に
臨
み
、企
業
に「
入
れ
る
か
ど
う

か
」だ
け
で
な
く
、「
働
き
続
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
」ま
で
視
野
に
入
れ
、リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
情

報
を
得
な
が
ら
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
。こ
の

差
が「
求
め
ら
れ
る
学
生
、採
用
し
た
い
学
生
」

と
そ
う
で
な
い
学
生
と
の
差
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

●

　

学
生
が「
働
く
こ
と
」そ
の
も
の
や
、個
別
企

業
を
十
分
に
理
解
し
な
い
ま
ま
に
就
職
活
動
を

進
め
て
し
ま
い
、そ
れ
が
採
用
難
・
就
職
難
の一
因

と
な
る
事
態
は
、長
年
続
く
傾
向
で
あ
り
、近

年
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
今
後
、採
用
活
動

時
期
の
さ
ら
な
る
後
ろ
倒
し
に
よ
っ
て
、企
業
と

学
生
が
採
用
・
就
職
活
動
を
通
じ
た
接
点
を
も

つ
時
期
が
遅
く
な
る
と
、就
職
活
動
が
本
格
化

す
る
以
前
の
自
己
理
解
や
就
業
観
醸
成
の
重

要
性
が
増
し
、学
生
間
の
差
が
よ
り
広
が
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
う
え
で
、教
育
機
関

の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。
学
生
の「
働
く
」こ
と

へ
の
意
欲
を
高
め
つ
つ
、学
校
教
育
お
よ
び
学
生

生
活
全
般
を
通
じ
た「
学
び
」の
成
果
と
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
学
生
に
自
覚
さ
せ
る
よ
う
な

取
り
組
み
が
よ
り
一
層
進
む
こ
と
を
願
い
た
い
。

図6 企業が採用基準として重視する項目と、学生が面接等で
アピールした項目　企業、学生ともに全体／複数回答

図7 応募学生に対する企業の評価と学生の自己評価
 企業：全体／それぞれ単一回答 ［2012年12月時点］、学生：「働く意欲」「将来のビジョ

ン」は全体［就職活動を始めた頃］／「自己分析」「業界研究」「企業研究」「仕事・職種研
究」は実施した学生［2012年12月時点］、それぞれ単一回答

図8 就職活動を行うにあたっての「働く」ということについての考え
 就職確定者および就職未確定者（就職先が未確定で就職活動を継続している者）／そ

れぞれ単一回答［2012年12月時点］

人柄

当該企業への熱意

今後の可能性

性格適性検査の結果

能力適正検査の結果

学部・学科

大学で身につけた専門性

アルバイト経験

大学名

語学力

大学での成績

知識試験の結果

大学入学以前の経験や活動

所属クラブ・サークル

取得資格

所属ゼミ・研究室

海外経験

趣味・特技

ボランティア経験

パソコン経験

インターンシップ経験

ＯＢ・ＯＧ・紹介者とのつながり

その他

卒業したら、すぐに社会に出て
働くのが当然だと考えていた

卒業したからといって、
すぐに働かなくてもよいと考えていた

どちらともいえない

■：【企業】（Ｎ＝1034） 【学生】（Ｎ＝1645）：■

業界研究

企業研究

仕事・職種
研究

将来の
ビジョン

（%）

自己分析

働く意欲

企業
学生

企業
学生

企業
学生

企業
学生

企業
学生

企業
学生

十分（計） どちらともいえない 不十分（計）
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